
【一般書/小説】
本心　　　

平野啓一郎　著
　ロスジェネ世代に生まれ、
シングルマザーとして生きて
きた母が、生涯隠し続けた事
実とは－。急逝した母を、
AI/VR技術で再生させ、そ
の死の真実を追う青年が経験
する魂の遍歴。

出版社…文藝春秋

【児童書】
さよならのたからばこ

長崎夏海　作
　生まれ育った島を出て、明
日、東京へ引っ越す小学２年
の美波。昨日のお別れ会に来
なかった、同級生の洋生に
ばったり会った美波は…。い
つも一緒に遊んでいた友だち
とさよならするための大事な
一日を描く。　　　

出版社…理論社

【児童/絵本】
あんなにあんなに

ヨシタケシンスケ　著
　あんなにきれいに掃除した
のに、もう散らかっている。
あんなに泣いていたのに、も
う笑っている。あんなに若
かったのに、もうこんなにシ
ワが…！？　子どもと、むか
し子どもだった全ての人に贈
る、家族に寄り添う優しい絵
本。

出版社…ポプラ社古河図書館

【一般書】
生命海流

　　　　　　福岡伸一　著
　「生命」「進化」とは何か。
生物学者・福岡伸一がダー
ウィンの足跡をたどり、生命
の本質に迫るガラパゴス航海
記。
　絶海の孤島で繰り広げられ
る大自然の営みと進化の不思
議を、ユーモア溢

あ ふ

れる文章と
美しい写真で描き出す。

出版社…朝日出版社

2021　令和3年

提供：鈴木路雄氏

　ヨシズを満載したオート三輪車が江戸町通りを遠ざかっていき
ます。遊水地で良質なヨシが採れることから、当時は市内各所に
ヨシズを製造する工場がありました。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

昭和31年

　
「
送
れ
ぇ
送
れ
ぇ
√
風(

風
邪)

の
神

送
れ
ぇ
√
ど
ん
ど
ん
送
れ
ぇ
√
」。

疫や
く

神し
ん

は
突
然
現
れ
、
ス
ゥ
ー
と
家
へ
忍

び
込
み
、
住
人
を
疫
病
に
し
て
し
ま

う
。
な
ら
ば
、
疫
神
の
人
形
を
紙
や
わ

ら
で
作
り
、
太
鼓
の
音
も
に
ぎ
や
か

に
、
村
境
ま
で
送
り
出
そ
う
。
近
く
の

川
や
海
に
流
そ
う
。
こ
れ
は
、
落
語
の

題
材
に
も
な
っ
た
江
戸
時
代
の
風
習
。

唯
一
根
絶
に
成
功
し
た
感
染
症

　
疫
病
の
中
で
、
最
も
恐
れ
ら
れ
た
の

が
疱ほ

う

瘡そ
う(

天
然
痘)

。
強
烈
な
感
染
力
と

高
い
致
命
率
で
流
行
を
繰
り
返
し
、
人

類
を
苦
し
め
続
け
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
人
類
も
経
験
的
に
知
っ
た
の
で
す
。

治
癒
後
に
得
ら
れ
る
再
び
罹り

患か
ん

し
な
い

免
疫
の
存
在
を
。

　

１
７
９
６
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
牛ぎ

ゅ
う

痘と
う

の
膿う

み

を

用
い
た
免
疫
法
を
発
見
し
、
２
年
後
に

は
ワ
ク
チ
ン(

牛ぎ
ゅ
う

痘と
う

苗び
ょ
う)

の
開
発
に
も
成

功
。
安
全
・
効
果
率
の
高
い
牛
痘
接
種

(

種
痘)

に
よ
る
予
防
法
が
始
ま
り
普
及

す
る
と
、
つ
い
に
１
９
８
０
年
５
月
８

日
、
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

は
天
然

痘
の
根
絶
を
宣
言
し
ま
し
た
。

種
痘
の
伝
来
と
壬
生
藩
山
川
領

　
長
崎
出
島
の
医
師
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー

ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
苗(

モ
ー
ニ
ッ
ケ
苗)

を
日
本
へ
取
り
寄
せ
た
の
は
嘉
永
２

(

１
８
４
９)

年
の
こ
と
。
疱
瘡
に
か
か

る
こ
と
を
人
生
儀
礼
の
「
お
役
」
と
呼

び
、
多
く
が
予
防
・
治
癒
に
疱
瘡
神
を

祀ま
つ

り
、
ま
じ
な
い
に
も
頼
っ
た
こ
の
時

代
に
、
素
早
く
種
痘
を
導
入
し
た
の
が

下し
も

野つ
け

壬み

生ぶ

藩は
ん(
現
・
栃
木
県
壬
生
町)

。

藩
主
鳥と

り

居い

忠た
だ

挙ひ
ら

は
、
嗣し

子し

忠た
だ

宝と
み

の
接
種

成
功
を
確
認
す
る
と
、
推
進
者
の
藩
医

斎
藤
玄げ

ん

昌し
ょ
う

に
命
じ
、
翌
年
２
月
よ
り
領

内
の
強
制
接
種
を
開
始
。
名
医
玄
昌

も
、
か
つ
て
疱
瘡
の
猛
威
に
よ
り
自
身

の
子
を
相
次
い
で
亡
く
し
て
お
り
、
種

痘
の
普
及
に
尽
力
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
壬
生
藩
に
は
、
山
川
領
と

呼
ば
れ
る
飛
地
が
あ
り
、
現
在
の
古
河

市
域
で
は
下
片
田
村(

現
・
下
片
田)

な

ど
６
カ
村
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
下

片
田
村
の
名
主
が
残
し
た
御ご

用よ
う

留ど
め

に
は

「
殿
さ
ま
の
思お

ぼ
し
め
し召
に
よ
り
、
種
痘
を
行

う
の
で
、
村
役
人
は
疱
瘡
前
の
子
ど
も

の
人
数
・
名
前
・
年
齢
な
ど
を
全
て
取

り
調
べ
、
書
付
に
し
て
提
出
す
る
よ
う

に
」
と
の
触
書
を
写
し
た
記
述
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
書
付
を
も
と
に
、
山
川
領

を
管
轄
す
る
山
川
陣
屋(

現
・
結
城
市

山
川
新
田)

へ
医
師
が
出
張
し
、
接
種

を
実
施
し
た
の
で
す
。

旅
の
子
ど
も
が
疱
瘡
に
、
そ
の
時

　
慶
応
元(

１
８
６
５)

年
、
閏う

る
う

５
月
12

日
夕
刻
、
浪
人
井
上
政
吉
夫
婦
と
子
ど

も
２
人
が
困
り
果
て
、
仁
連
町
で
一
晩

の
宿
を
求
め
ま
す
。
子
ど
も
１
人
の
急

病
に
、
名
主
善
右
衛
門
が
宿
を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
翌
朝
に
な
り
疱
瘡
の
特
徴

的
な
症
状
が
。
父
政
吉
は
、
旅
途
中
の

難
儀
に
、
快か

い
ふ
く復
ま
で
の
宿
と
白
米
の
助

力
を
願
い
出
ま
す
。
そ
こ
で
、
善
右
衛

門
は
改
め
て
宿
を
用
意
し
、
白
米
と
布

団
・
蚊
帳
な
ど
の
必
需
品
を
提
供
。
さ

ら
に
、
近
隣
村
々
へ
も
助
力
を
求
め
る

添
書
を
政
吉
に
書
き
与
え
ま
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
「
宿
場
と
近
隣
の
村
が

急
病
の
旅
人
を
保
護
し
、
医
者
の
診

察
・
治
療
を
受
け
さ
せ
快
復
す
る
ま
で

充
分
に
養
生
さ
せ
る
。
本
人
の
希
望

に
よ
り
居
住
地
へ
村
送
り(

村
々
の
リ

レ
ー
方
式)

で
送
り
届
け
る
。
こ
れ
ら

の
費
用
は
宿
場
・
村
の
負
担
と
し
、
旅

人
に
請
求
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
設
け
て
い
ま

し
た
。
幸
い
に
も
疱
瘡
は
軽
症
で
、
そ

の
後
、
政
吉
が
善
右
衛
門
に
出
立
の
挨あ

い

拶さ
つ

と
御
礼
の
た
め
参
上
し
て
い
ま
す
。

三
和
資
料
館
学
芸
員　
白
石
謙
次

疱
瘡
と
種
痘
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト▲井上政吉の子、疱瘡に罹

か か

る【「村用日記」(仁連鈴木
家文書) 】

▶
「
疱
瘡
前
之
子
供
人
別
帳
」

　

(

下
片
田
山
中
家
文
書)
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